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西
東
京

の

さ
ん
ぽ

水
に
と
ぼ
し
か
っ
た
練
馬
や

石
神
井
の
村
々
の
希
望
に
よ
り

明
治
に
な
っ
て
か
ら
開
削
さ
れ
た
最
後
の
用
水
が
田
柄
用
水
。

最
初
は
な
か
な
か
最
後
ま
で
流
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

周
辺
の
村
々
の
田
畑
を
潤
し
、

後
に
は
工
業
用
と
し
て
多
く
の
水
車
を
回
し
た
ん
だ
。

今
は
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
け
ど
、

暗
渠
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
用
水
路
を
巡
る
と
、

新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
よ
！

ル
ー
ト
に
は
個
人
宅
も
あ
る
の
で
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
の
道
路
の
交
通
ル
ー
ル
に
従
っ
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
地
図
を
み
て
実
際
に
歩
い
た
人
は

編
集
部
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
！

※
メ
ー
ル
は
欄
外
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
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ス
テ
ッ
カ
ー

プ
レ
セ
ン
ト
！

1
分
水
口

明
治
４
年（
1
8
7
1
）に
開
削
さ

れ
た
田
柄
用
水
へ
の
分
水
口
。そ
の

後
田
無
用
水
北
流
の
流
れ
は
主
に

田
柄
用
水
へ
の
比
重
が
高
ま
り
ま

し
た
。

こ
こ
か
ら
分
水
し
、中
央
通
り
方
向

に
下
田
太
郎
衛
門（
屋
号
：
や
ま

じ
ょ
う
）の
水
車
が
あ
り
ま
し
た
。

田
無
で

は
、
半
兵

衛
水
車
と

1
・
2
を

争
う
大
き

な
水
車
で

し
た
。

2
や
ま
じ
ょ
う
の
水
車
跡
地

戦
中
に
中
島
飛
行
機
の
住
宅
が
出

来
る
と
、田
柄
用
水
の
流
路
が
付
け

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

3
北
原
住
宅
入
口

4
田
無
と
保
谷
の
境
界

こ
の
角
ま
で
が
田
無
、こ
こ
か
ら
は

保
谷
と
な
る
境
界
で
す
。現
在
の
暗

渠
蓋
の
サ
イ
ズ
も
異
な
り
ま
す
。

終
戦
直
前
に
存
在
し
た
中
島
軽
便

鉄
道
は
、こ
こ
で
田
柄
用
水
を
横

切
っ
て
い
ま
し
た
。

5
中
島
軽
便
鉄
道
が

横
切
っ
た
場
所

享
保
４
年（
1
7
1
9
）に
西
浦
講

中
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩

立
像
で
、通
称
北
向
地
蔵
と
呼
ば
れ

て
い
ま

す
。
こ
の

地
蔵
に
ま

つ
わ
る
い

く
つ
か
の

民
話
が
伝

え
ら
れ
て

い
ま
す
。

6
西
浦
北
向
き
地
蔵

7
石
製
尾
張
藩
鷹
場
標
杭

江
戸
時
代
、上
保
谷
村
は
尾
張
藩
の

鷹
場
の
境
界
に
位
置
し
て
い
た
た

め
、9
本
の
鷹
場
杭
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

そ
の
う
ち

の
5
本
が

こ
の
地
に

集
め
ら
れ

て
い
ま

す
。

東
京
都
水
道
局
保
谷
町
二
号
水
源

で
、地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
水
道
水

と
し
て
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

8
保
谷
町
二
号
水
源

こ
の
地
に
は
大
き
な
エ
ノ
キ
が
あ

り
、江
戸
時
代
に
は
高
札
場
も
立
つ

上
保
谷
村
の
中
心
地
で
し
た
。造
立

は
正
徳
４
年（
1
7
1
4
）で
丸
彫

り
の
珍
し
い
も
の
。昭
和
20
年
の
爆

撃
に
よ
り
、腕
を
3
本
失
い
ま
し

た
。市
指
定
文
化
財
第
23
号
で
す
。

9
青
面
金
剛
庚
申
像

10
七
体
六
地
蔵
菩
薩
立
像

大
卵
塔
共
同
墓
地
内
の
堂
宇
に
安

置
さ
れ
る
菩
薩
像
で
、安
政
４
年

（
1
8
5
7
）の
造
立
。中
央
の
延
命

地
蔵
坐
像

が
主
尊

で
、
他
の

6
体
は
分

身
と
さ
れ

ま
す
。

か
つ
て
こ
こ
に
は
市
指
定
文
化
財

第
47
号
の
2
体
の
地
蔵
尊
が
あ
り

ま
し
た
。上
保
谷
村
の
文
化
を
伝
え

る
貴
重
な
文
化
財
で
し
た
が
、現
在

は
移
設
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
岩
船
地
蔵
尊
旧
地

東
京
都
道
8
号
千
代
田
練
馬
田
無

線
で
、江
戸
時
代
よ
り「
ふ
じ
大
山

道
」、「
行
者
街
道
」と
言
わ
れ
、富
士

山
詣
で
、大
山
詣
で
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。田
柄
用
水
は
こ
れ
以

降
、
富
士

街
道
に

沿
っ
て
練

馬
方
面
に

流
れ
て
い

ま
し
た
。

12
富
士
街
道

13
水
車
場
跡

こ
の
地
に
は
下
田
家
の
水
車
場
が

あ
り
ま
し
た
。い
っ
た
ん
富
士
街
道

を
逸
れ
る
複
雑
な
流
路
は
そ
の
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
東
京
市
の
最
東
端
、高
塚
の
交
差

点
に
建
つ
石
塔
は
、
宝
暦
1 2
年

（
1
7
6
2
）の
造
立
で
、こ
の
地
は

石
神
井
村
方
面
か
ら
見
て
上
保
谷

村
の
入
り
口
で
も
あ
り
ま
し
た
。

14
馬
頭
観
音
文
字
塔

田
柄
用
水
で
唯
一
素
掘
り
の
開
渠
が

見
え
る
場
所
で
、田
柄
用
水
跡
と
し

て
練
馬
区
登
録
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。流
れ
を
取
り
込
ん
で
野
菜
の
洗

い
場
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
以
降
も

富
士
街
道

に
沿
っ
て

練
馬
方
面

へ
と
流
れ

は
続
い
て

い
ま
し
た
。

15
け
や
き
憩
い
の
森

（
練
馬
区
）

※
墓
地
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん
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東伏見公園

武蔵野市

新青梅街道

富士街
道

Ripple西東京

石神井川

千川上水

ASTA

4

田無駅

　

用
水
と
し
て
の
通
水
は
昭
和
30
年
代

で
途
絶
え
、
そ
の
後
は
生
活
排
水
が
流

れ
る
よ
う
に
な
り
水
質
は
悪
化
、
昭
和

40
年
代
に
は
暗
渠
化
が
進
み
市
内
流
域

に
は
蓋
が
か
け
ら
ま
し
た
。現
在
は
生

活
排
水
が
入
ら
な
い
た
め
流
れ
は
枯
渇

し
て
い
ま
す
が
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流

入
し
水
が
溜
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

田無神社
総持寺

スタート

ゴール

田
無
町
3
丁
目
10
番
の
田
無
用
水
北

流
（
現
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
）
か
ら
分

水
し
、明
治
4
年（
1
8
7
1
）に
田
無

か
ら
上
保
谷
、関
、上
・
下
石
神
井
、谷

原
、田
中
、下
土
支
田
、上
・
下
練
馬
へ

の
10
か
村
へ
の
通
水
を
目
的
と
し
て

開
削
さ
れ
た
灌
漑
を
目
的
と
し
た
用

水
で
す
。下
流
域
で
自
然
河
川
の
田

柄
川
と
接
続
し
て
い
る
た
め
田
柄
用

水
と
呼
ば
れ
、
田
無
町
場
内
の
田
無

用
水
北
流
（
現
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
）

は
後
年
に
な
っ
て
田
柄
川
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。分
水
点
か
ら
富
士
町

1
丁
目
の
富
士
街
道
合
流
付
近
ま
で

は
蓋
暗
渠
と
し
て
現
在
も
確
認
で
き

ま
す
が
、
そ
の
後
は
富
士
街
道
に

沿
っ
た
歩
道
と
し
て
暗
渠
化
さ
れ
て

お
り
、
痕
跡
は
石
神
井
台
8
丁
目
の

「
け
や
き
憩
い
の
森
」
の
田
柄
用
水
跡

（
練
馬
区
登
録
史
跡
）
の
素
掘
り
開
渠

部
以
外
殆
ど
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

田
柄
用
水
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青梅街道

新青梅街道

所沢街道
やすらぎのこみち

田無用水

石神井川

田無用水
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米店
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14

富士街
道

エリア外

15
けやき憩いの森

ファミレス

富士街
道

エリア外

練馬区

掛け蓋小エリア

モジャハウス！

土蔵がある風景 点々と続く仕切石

道路より高い蓋暗渠

グレーチング部

直角に曲がる所

水路脇の栗林

みんなの下水道

分水直後なのに
蓋が意外と狭い

道路と平行して仕切
石が並べられている

用水路は「桶久保」
の窪地の手前で東
へ曲がる。新川の駒
止橋の石橋供養塔
が発掘されたミステ
リーな場所

昭和44年（1969）に完成。当
時は保谷小、保谷中の生徒が
主に利用しました。現在は本
町小の子供たちが利用。保谷
市内の新青梅街道で2番目に
完成した歩道橋です。付近を
流れる田柄用水に因んで命名
されたものと思われます。

田柄川歩道橋 伏見通り東側の暗渠部

最後の蓋暗渠部

水車のために迂回さ
せた流路と思われ
る。蓋が存在するの
はこの場所が最後

ここから先は、富士
街道の歩道部が田
柄用水の暗渠

黒目幹線解説
板。所沢街道下
に下水道管が埋
設されているこ
とが分る

用水は西側の窪
地より高い東側
の縁を通してい
るため道より高
い位置にある

田柄用水で
は数少ない
グレーチン
グ部。中が
のぞける

暗渠看板
建設予定地

⑮まで⑬から歩く
とだいたい20ふ
んぐらいかかるよ！
でも見る価値のあ
る場所！


